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者
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北
方
四
島
へ
の
邦
人
の
入
域
に
係
る
閣
議
了
解
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

一
九
八
九
年
九
月
十
九
日
、
政
府
は
、
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ビ
ザ
発
給
を
受
け
る
形
で
北
方
四
島
へ
入
域
す
る
こ
と
を

自
粛
す
る
よ
う
、
邦
人
に
要
請
す
る
閣
議
了
解
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
右
了
解
を
基
に
し
て
、
一
九
九
一
年
十
月
二

十
九
日
、
一
九
九
八
年
四
月
十
七
日
、
一
九
九
九
年
九
月
十
日
に
も
同
趣
旨
の
閣
議
了
解
を
決
定
し
て
い
る
（
以
下
、
「
閣
議

了
解
」
と
い
う
。
）
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
六
一
号
）
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
一
五
号
）
を
踏
ま

え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
外
務
省
と
し
て
は
、
我
が
国
国
民
が
ロ
シ
ア
連
邦
の
出
入
域
手
続
に
従
っ
て
北
方
四
島
を

訪
問
す
る
と
い
っ
た
事
案
に
関
す
る
情
報
を
含
め
必
要
な
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
具
体
的
事
案
が
判
明
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
都
度
、
申
入
れ
を
行
う
等
適
切
に
対
応
し
て
き
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
「
閣
議
了

解
」
に
反
し
、
ロ
シ
ア
側
の
手
続
き
に
従
っ
て
北
方
四
島
に
邦
人
が
訪
問
す
る
と
い
う
事
例
が
、
過
去
に
実
際
に
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
考
え
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二

一
の
答
弁
が
示
す
よ
う
に
、
「
閣
議
了
解
」
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
反
す
る
形
で
北
方
四
島
を
邦
人
が
訪
問
す
る
事
例
は

一



過
去
に
あ
っ
た
。
「
閣
議
了
解
」
が
既
に
形
骸
化
し
、
邦
人
が
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
り
発
給
さ
れ
た
ビ
ザ
を
受
け
て
北
方
四
島

に
入
域
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
も
の
と
は
、
既
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
れ
ま
で
累
次
に
わ
た
り
問
う
て
い

る
が
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
閣
議
了
解
に
基
づ
い
て
、
…
北
方
領
土
へ
の
入
域
に
つ
い

て
は
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
よ
う
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を
要
請
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
基
本
的
に
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
「
前
回

答
弁
書
」
は
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
例
え
ば
一
人
と
し
て
邦
人
が
、
墓
参
、
四
島
交
流
及
び

自
由
訪
問
の
枠
組
み
以
外
の
方
法
で
北
方
四
島
を
訪
問
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
等
、
政
府
が
「
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
理
解
と

協
力
を
得
ら
れ
て
い
る
」
と
言
え
る
具
体
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
閣
議
了
解
」
が
出
来
た
当
時
は
旧
ソ
連
邦
が
存
在
し
、
ソ
連
側
と
し
て
も
北
方
領
土
問
題
の
存
在
を
認
め
て
い
な
か
っ

た
時
期
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
の
問
い
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
昭
和
四
十
八
年
に
行
わ
れ
た
日
ソ
首
脳
会
談
の

結
果
、
北
方
領
土
問
題
が
平
和
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
戦
後
の
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
い
わ
ゆ
る
一
九
七
三
年
十
月
十
日
の
田
中
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ
会
談
を
指
し

て
い
る
と
考
え
る
。
「
わ
れ
ら
の
北
方
領
土
」
を
見
て
も
、
「
一
、
双
方
は
、
第
二
次
大
戦
の
時
か
ら
の
未
解
決
の
諸
問
題

二



を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
、
両
国
間
の
真
の
善
隣
友
好
関
係
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
平
和

条
約
の
内
容
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
交
渉
し
た
。
」
と
、
ど
こ
に
も
北
方
四
島
、
北
方
領
土
と
い
う
言
葉
も
、
ま
た
四

島
の
名
称
も
出
て
こ
な
い
。
右
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
八
年
に
行
わ
れ
た
日
ソ
首
脳
会
談
の
結
果
、
北
方
領
土
問
題
が
平
和

条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
戦
後
の
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」
と
す
る
の
は
我
が
国
の
み

の
認
識
で
あ
り
、
文
書
に
な
っ
た
、
日
ソ
双
方
の
明
確
な
合
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

四

「
閣
議
了
解
」
が
最
後
に
な
さ
れ
た
の
は
一
九
九
九
年
九
月
十
日
で
あ
る
。
安
倍
内
閣
と
し
て
、
今
後
更
に
「
閣
議
了

解
」
を
更
新
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

五

安
倍
内
閣
と
し
て
、
今
後
い
つ
ま
で
「
閣
議
了
解
」
を
残
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


